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ホームシアタースピーカーシステム 
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取扱説明書 
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お買い上げいたださありがとラございまず。 


A 警告 


電気製品は安全のためのを意事項 
を守5ないと、火災や人身事故に 
なることびあ0ます。 


この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを 
意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 こ 
の取扱説明書と別冊の「ま全のために」をよくお読 
みのラえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見5れるところ 
に必ず保管して < ださい。 


このスピーカーシステムについて 

5. 1チヤンネル対応のスピーカーシステムです。 

フ□ントスピーカー2台とサラウンドスピーカー 
2台（フ□ントスピーカーとサラウンドスピーカー 
の区別はありません）、センタースピーカー ■! 台、 
サブウーファー "1 台のシステムです。ソニーデジ 
タルシネマヴウンド (Sony Digital Cinema 
Sound) やドルビー*プ□□ジック （Dolby Pro 
Logic )、 ド ルビーデジタル （Dolby Digital ) な 
どに対応し、映像ソフトの鑑賞に適しています。 

* Dolby、 ドルビー及びダブル D 記号はドルビーラボラ 
卜 U —ズの商標です。 


付属品と設置方法 

本機のスピーカーはフ n アスタンド、テーブルトップスタンドと壁掛けブラケットのいずれかの設置方 
法でお使いいただけます。それぞれの設置方法に必要な付属品は下表をご覧<ださい。 


組み立てかた 

フ□アスタンドを取り付ける 
(フ□ントス ピーカー用） 


フ□アスタンド（包）にフ□ントスピーカー 
を取り付け、 六角レンチ (©) を使って六角ネ 
ジ(〇)をしっかりと固定ずる。 



フ□ント/ブラウンドスピーカー 
(フ□ントスピーカーとサラウンドスピー 
カーの区別はありません） 



設置方法 

付属品 

フ□ア 
スタンド 

テープル 

トツう 

スタンド 

壁掛け 

ブラケット 

フ□ントスピーカー用 

〇スピーカーコード 

(3.5 m ) X 2 

〇 

〇 

〇 

包フ□アスタンド 
X 2 

〇 

- 

- 

サラウンドスピーカ 

-巧 



e スピーカーコード 

(10 m ) x 2 

- 

〇 

〇 

フ□ント/サラウンドスピーカー 

用 


〇六角ネジ X 8 

〇 

〇 

〇 

G 六角レンチ X 1 

〇 

〇 

〇 

〇ター S ナル 
アダプター X 4 

- 

〇 

〇 

〇テープルトップ 
スタンドベース 

X 2 

- 

〇 

- 

の M 日ネジ X 8 

- 

〇 

- 

〇壁掛けブラケッ 
hx 4 

- 

- 

〇 

〇 M 4 ネジ X 16 

- 

- 

〇 

〇壁掛けフック X 

8 

- 

- 

〇 


センタースピーカー 


設置方法 


付属品 

テーブルトップ 
スタンド 

壁掛け 

ブラケット 

〇 スピーカーコー 
ド (3.5 m)xi 

〇 

〇 

〇 センタースピー 
力ースタンド 
ベース Xj 

〇 

- 

⑩ センタースピー 
力ースタン ドア 
ジャスター X 1 

〇 

- 

の M 5 ネジ X 2 

〇 

- 

〇 M 4 ネジ X 4 

〇 

〇 

〇 壁掛けフック X 

2 

- 

〇 

〇 壁掛けブラケッ 
SX 1 

- 

〇 


強化ガラスについてのま全上のごま意 

本機のフ n アスタンドには、強化ガラスを使って 
います。 

強化ガラスはまちびった使いかたをすると、一般 
のガラスよ0ち弱い場合びあります。ガラスび破 
損すると、大怪我を負ったり、ときには失明に至 
ることびあ0ます。事故を防ぐために次のことを 
必ずお守り < ださい。 

• 強い衝擊を与えない 

高いところか5落としたり、物をぶつけるな 
ど強い衝撃を与えないでください。 

特に角や端に固い物をぶつけると、それほど 
強い力でなくてわ割れることびあります。 

• 傷をつけない 

小さな欠けや傷び原因で、瞬時に割れること 
びあります。傷つけた直後には割れず、思し、 
びけないとさに突然割れることわあ0ます。 
欠けや傷に気づいた場合は、お買い上げ店、 
またはソニーサービス窓□に交換を依頼して 
<ださい。 

• 極端な温度変化を与えない 

強化ガラスは耐熱ガラスではありません。熱 
いちのを上に載せたり、そばに近づけた0し 
ないでください。 

極端な温度変化でガラスび割れることびあ0 
ます。 


http://www.sony.co.jp/ 


固 サブウーファー 圆 回 



サラウンド(ち） サラウンド(左) 


テーブルトツプスタンドを取り付ける ク 勤こ壁掛けブラケット（(〇)または(〇))を センタースピーカースタンドを取り付ける 

(フ□ント/サラウンドスピーカー用） 一 取り付け、市販のネジで固定ずる。 （センタースピーカー用） 


ターミナルアダプター(〇)をテープルトツ 
プスタンドべース (© M こ取り付け、 M 5 ネジ 
(〇)で固定ずる。 



フ□ントまたはサラウンドス ピーカーをター 
ミナルアダプター (〇) に取り付け、六角ネジ 
(〇)で固定ずる。 



壁掛けブラケットを取り付ける 
(フ□ント/ブラウンド/センター スピーカー 用） 

1 フ□ントとサラウンドスピーカーは、ター S 
I ナルアダプター(〇)を取り付けてか6壁掛 
けブラケットを取り付けてください。 

スピーカー後面に壁掛けフック(〇)を取り付け、 
M4 ネジ(〇)で固定してか5、スピーカーコー 
ド （ (〇)または (©)) を接続する。 





壁掛けブラケット (〇) の 向きを調節し、ネジ 
を固定ずる（フ□ントとヴラウンドスピー 
カーの み)。 



A スピーカー後面につけた壁掛けフック（〇) 
W を壁掛けブラケット （(〇) または (©)) の巧 
に差し込む。 



ごミち意 

. 壁の材質や強度に合わせたネジを使ってください。 
特に石青ボードの壁はもろいため、梁のあるところ 
にネジを差し込んでしっかり留めてください。垂直 
で表面び平らな補強された壁に取り付けてください。 

• 壁の材質や使用ずるネジについては、ネジの販売店 
または取り付け業者にお問い合わせください。 

• 取り付けの不備、取り付け強度不足、誤使用、天災 
などによる事故、損傷につをましては、当社は一切 
責任を負いませんので、あらかじめご了承<ださい。 


スピーカーコード(〇)をセンタースピー 
力ースタンドのべース(〇)とアジヤスター 
(⑩)の巧か6通し、センタースピーカーに接 
続ずる。 



M4 ネジ(〇)でアジヤスター(⑩)をセンター 
スピーカーに 固定ず る。 



お好みの角度に調節し、 M 5 ネジ (の) でベー 
ス (〇) をアジヤスター(⑩） に固定する。 



目隠しシールを貼り付ける 

スピーカーをスタンドに取り付けて使う場合、付 
属の目隠しシールでスピーカー後面にある壁掛け 
用のネジ巧を隠すことびでさます。 

フ n ント/サラウンドスピーカーを壁にかけて使 
ラ場合、付属の目隠しシールで夕 一S ナルアダプ 
ターの底面にあるネジ巧を隠すことびでさます。 


◎ 2005 Sony Corporation Printed in China 

















巧続する 


アンプを設定する サブウーファーを調節ずる 


接続する前に、必ず各機器(サブウーファーを含 

む)の電源を切り、電源コードを抜いて<ださい。 

ご使用になるアンプに各スピーカーを接続します 

(表面囲)。 

オーディオ接続コードはサブウーファーに L 型ア 

ダプターを取り付けてか5接続します(表面回)。 

ごミち意席面 励 

• スピーカーの©端デはアンプの货端子に、©端子は 
€) 端テに接続してください。 

• スピーカー端子のノブは、しっかりと締めてくださ 
し'!。ゆるんでいると雑音の原因になります。 

• すべてのスピーカーび確実に接続されていることを 
お確かめください。スピーカーコードの芯線どラし 
び、接触したり、他のスピーカー端子に触れていると、 
アンプの故障や音の出ない原因になります。 

• アンプ側の接続について詳し < は、ご使巧のアンプ 
の取扱説日月書をご覧ください。 

ちよつと一言 

黒または黒い線の入ったスピーカーコードを©側に接続 

すると決めておくと、間違わずに接続できます。 


マルチチャンネルデコーダー（ドルビーデジタル 
や DTS+ など）を搭載したアンプで本機をお使い 
になる場合、政下の表のよラにアンプの設定をし 
て < ださい。 

設定のしかたは、ご使用のアンプの取扱説明書を 
ご覧ください。 


アンプのスピーカー設定 


メ ニユー 

設定 

フ□ントスピーカー 

SMALL 

センタースピーカー 

SMALL 

サラウンドスピーカー 

SMALL 

サブウーファー 

ON (または丫 ES) 


ご使用のアンプのク □ス オーバー周波数び調整可 
能であれば、120 Hz (またはこれに近い数値）を 
フ n ント、センター、サラウンド スピーカーの ク 
□ス オーバー周波数として選んで<ださい。 

* DTS および DTS Digital Surround は Digital 
Theater Systems Inc. の登録商標です。 


設置する 


聞< 




POWER 

ON/STANDBY 
インジケーター 


はじめにアンプの音量を絞っておさます。 

アンプやウーファーの音量は、音源を再生するま 
で上げないで < ださい。 


1 アンプの電源を入れ、音源を選ぶ。 


各 スピーカーを I」 ス ニングポジションに向けて置 
をます。サラウンドをお楽しみいただくには、す 
ベての スピーカーを U ス ニングポジションから同 
じ距離に置くと効果的です。 

フ□ントスピーカーはテレビか5かし離して置い 
て < ださし、。 

サブウーファーはテレビの近くに置いてくださし、。 
センタースピーカーはテレビの近<に置いて<だ 
さい（テレビの上の不安定なところには置かない 
で < ださい)。 

サラウンドスピーカーは部屋の形によって、リス 
ニングポジションの両側（囚）、または U スニン 
グポジションの媛ろ側（回）に置くことびでさま 
す。 

ごミち意 

スピーカーやスピーカースタンドは、水平で平らな場所 
に置いて < ださい。 

ちよつと一言 


2 POWER を巧ず。 

0N/STANDB 丫インジケーターび緑色に点灯し 

ます。 

3音源を再生ずる。 


電源の入/切を自動的にする 
一才ートパワーオン/オフ機能 

サブウーファーの電源び入っているとき (ON/ 
STANDBY インジケーターび緑色に点丹)、信号 
び入力されない状態び数分続くと、パワーセーブ 
状態になります (ON/STAND 目 Y インジケーター 
び赤色に点打)。 このとを再び信号び入力される 
と、サブウーファーの電源は自動的に r 入」になり 
ます。 

この機能を使いたくないときは、サブウーファー 
の POWER SAVE スイッチを OFF にしてくださ 
し、。 


サブウーファーを壁のコーナーに寄せて置くことちでき 
ます。 



ごを意 

アンプの音量を極端にルさくしていると、オートパワー 
オン/オフ機能び働を、パワーセーブ状態になることび 
あります。 



1 LEVEL つまみを回ず。 

音源に適した音量にします。 

2 位相を切り換える。 

PHASE (位相)スイッチで切り換えます。 

3 BASS BOOST を MIN にセツトずる。 

お好みに応じて BASS 目00 ST つまみを調節し 
てください。 LEVEL つまみと臣 ASS BOOST 
つまみの推奨位置は、下記です。 

LEVEL つまみ BASS BOOST つまみ 



音源に よっては 過度に低音び強調され た 録音状 
態のものびあります。この場含は、 BASS 
目 00 ST つまみを MIN にをわせてください。 

ごミ主意 

• アンプの音声増強機能の f ミ響で、サブウーファーの 
音び歪むことびあります。この場合はそれ6の機能 
を切ってください。 

• より高音質でお楽しみいただ<ために、ヴプウー 
ファーの出力は出しすざないぶラにして<ださい。 

• アンプの低音調節機能 (D 巨 FB、GROOVE、 グラ 
フィックイコライヴーなど）を ON にすると、音び歪 
むことびあります。この場合はアンプの低音増強機 
能を切って音を調節して<ださい。 

• サブウーファーの音量の上げすぎにご注意ください。 
上げすざるとな音び軽<なったり、力強さびな<な 
ることびあります。さらに上げると音源にないノイ 
ズび出ることびあ0ます。 

• フロントスピーカーの種類やサブウーファーの設置 
場所、 BASS 巨00 ST つまみの位置によっては、 
PHASE スイッチで切り換えた方び低音再生び良くな 
る場合びあります。お好みに応じて 「NORMAL」 また 
は 「REVERSE」 に切り換えてお使いください。また 
低音だけでな<、全帯域にわたって音の広びりや印 
象び変化し、音場感に影響します。お好みに応じて 
切り換えて < ださい。 


ほ用上のご注意 

アンプやプ□グラムソースの電源の ON/OFF、 
スイッチの切り換え時には 

アンプの音量を最ルにしてください。 

スピーカーやウーファーの破損を防ぐために 

• スピーカーユニット、エンク□ージャーは分觸した 
り改造したりしないで<ださい。 

• 大をな音を出しすざると、音質を損ねたり、スピー 
カーを破損する恐れびありますので、 LEVEL (音量） 
つまみの位置にご注意<ださい。 

テレビ画面に色む5が起きた5 

このスピーカーシステムは防磁型 (J 曰 TA*) のため、テ 
レビのそばに置いて使ラことびでをますび、テレビの種 
類により色むらび起こる場合びあります。 

色むらが起さたら… 

いったんテレビの電源を切り、15〜3日分後に再 
びスイツチを入れて < ださい。 


それでも色むらが残るときは… 

スピーカーをさらにテレビから離してください。 

さらに… 

スピーカーの近くに磁気を発生するちのびないよ 
ラにご注意ください。スピーカーとの相旦作巧に 
より、色むらを起こす場合びあります。 

磁気を篇生ずるもの……ラック、置き台の扉に装着さ 
れた磁石、健康器具、玩具などに使われている磁石など。 
* 電モ情報技術産業協会の略称です。 

スピーカーコードの接続について 

スピーカーコードびショートしていると音び出ないだけ 
でな<アンプの故障の原因となります。スピーカーを正 
し < 接続して < ださい。 

設置場所について 

:欠のよラな場所には置かないでください。 

• 温度の高いところ、直射日光の当たるところ 
• ほこりのをいところ 
• 湿気のをいところ 

• 振動びプレーヤーに伝わるところ (A ウ U ング防止の 
ため） 

• 極端に章いところ 

八ウリングについて 

サブウーファーをレコードプレーヤーのそばに置<と、 
r ポワーン」といラ八ウリング現象び起こることびありま 
す。また、まれにカセットデッキや CD/DVD プレーヤー 
でち音圧による振動により、音や画像び乱れることびあ 
ります。このよラな場合は、本機との距離を離すか、音 
量を下げてお使い < ださい。 

ボリュームレベルは音が軍まない範囲で設定して 
ぐださい。 

お手入れについて 

付属のクI」一ニングク□スで拭いて < ださい。 


ステレオを聞<とさのエチケット 



ステレオで音楽をお楽しみになるとをは、 
となり近所に迷惑びかからないよラな音量 
でお聞をください。特に夜はルさな音でち 
周囲によく通るちのです。窓をしめたり、 


へッドホンをご使用になるなどお互いにむを配り、快い 


生活環境を守りましよラ。 


このマークは音のェチケットのシンボルマークです。 


巧障かな？と思った5 

修理に出す前にわラ1度点検してください。それ 
でち正常に動作しないとさは、お買い上げ店また 
は ソニー サービス窓 □、 ソニーの 相談窓□にお問 
い合わせくださし、。 

音び出ない 

スピーカーコードび正し<接続されていない。 

スピーカーコードを正し<接続して<ださい。 
アンプの音量(ボ U ューム）び下びっている。 

•> アンプの音量(ボ U ューム）を上げて < ださい。 
アンプの音源び正しく選ばれていない。 

•> 再生されているオーディオ機器を選んでください。 
へッドフオンを差したままにしている。 

へッドフオンを损いてください。 

音が歪む 

アンプの音声増強機能を ON にしている。 

アンプの音帛増強機能を OFF にしてください。 

バム音や雑音が出る 

スピーカーコードび正し<接続されていない。 

スピーカーコードを正し<接続して<ださい。 
オーディオ機器などび、テレビなどノイズを出す機器の 
近くに設置されている。 

テレビなどから離して設置して < ださい。 


急に音が出なくなった 

• スピーカーコードの芯線び互いに接軸して、ショー 
卜している。 

• スピーカーコードのな線びアンプの他のスピーカー 
端子に軸れて、ショートしている。 

-> スピーカーコードを正しく接続して<ださい。ス 
ピーカーコードびショートしていると、アンプの 
故障の原因とちなります。 

才ートパワーオン/オフ機能を勸かはているとをに、 
サブウーファーの電源が自動的に入 5 ない 

-> パワースイッチを OFF にし、1日砂後 ON にします。 
それでち STANDBY 状態のとをは、 AC コードを损い 
てソニーサービス窓□にご相談ください。 


保証書と アフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買 
い上げの際お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載巧容をお確かめのラえ、 
大切に保存して < ださい。 

• イ呆証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでを具合の悪いとまはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□のご案 
内」にある近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

ほ註巧巧中の修埋は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させていただをます。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

f 呆証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有 
料修理させていたださます。 

部品の巧ち期聞について 

当社では、ステレオの補修用性能部品(製品の機能を維 
持するために必要な部品)を、製造打ち切り後8年間保有 
しています。この部品な有期間を修理可能の期間とさせ 
ていたださます。な有期間び経過した後ち、故障箇所に 
よっては修理巧能の場合びありますので、お買い上げ店 
か、サービス窓□にご相談ください。 

ご相談になるときは、巧のことをお知目せく 
ださい。 

• 型名: SA-FT7ED 
• 故障の状態:でさるだけ詳しく 
• 購入年月日： 

まな仕様 

本機は「高調波ガイドライン適合品」です。 

SS-FRF7ED 

(フ n ント/ブラウンドスピーカー） 

形式 2 way、 防磁型 (JEITA つ 

使巧スピーカー ウーファー1日 cm 、 コーン型 

トゥイーター 20 mm 、 

ドーム型 

エンク□ージャー方式 バスレフ型 

定格インピーダンス 8 0 

最大入力 (JEITA*) 120 W 

出力音圧レベル 84dB(1W、1m) 

実効周波数帯域 12日〜70,000 Hz 


最大外形寸法(幅/高さ/奥行を） 

約 130x510x30 mm 
フロアスタンド取付時 

約 130X1,100X30 mm 
(底面直径28日 mm) 

テープルトップスタンド取付時 

約 130x585x30 mm 
(底面直径25日 mm) 

壁掛けブラケット取付時 

約 130X576X50 mm 
質量 約 2.0 kg 

フロアスタンド取付時 
約 7. 7 kg 

テープルトップスタンド取付時 
約 3.3 kg 
壁掛けブラケット取付時 
約2.己 kg 

SS - CNF 7 ED (センタースピーカー） 

形式 2 way、 防磁型 (J 曰 TA*) 

使 巧スピーカー ウーファー 8 cm、 コーン 型 X2 

トゥイータ ー 2日 mm、 

ドーム型 

エンク□ージャー方式 バスレフ型 

定格インピーダンス 8 n 

最大入力 (JEITA*) 120 W 

出力音圧レベル 84d 巨 （1W、 1 m) 

実効周波数帯域 13日〜70,000 Hz 

最大が形寸法(幅/高さ/奥行を） 

約己日日 X 目 4X30 mm 
テープルトップスタンド取付時 

約已〇日 X 108X66 mm 
壁掛けブラケット取付時 

約己 00X94X42 mm 
質量 約1.目 kg 

テープルトップスタンド取付時 
約 1.8 kg 
壁掛けブラケット取付時 
約 1.7 kg 

S A - VVFT 7 ( サ ブウーファー） 

形式 アクティブサブウーファー、 

防磁型 (J 曰 TA つ 

使巧スピーカー ウーファー15 cm、 コーン型 

エンクロージャー方式 アコースティック□—デット 
バスレフ型 

再生周波数帯域 2目〜200 Hz 

実巧最大出力 (J 曰 TA つ 250 W 

入力端子 

ライン ライン入力（ピンジャック） 

電源、 その他 

電源 AC100 V. 50/60 Hz 

消費電力 85 W 

日.3 W (スタンバイモード） 
最大が形寸法(幅/高さ/奥行を） 

約 175X610X298 mm 
質量 約11 kg 

付属品 

スピーカーコード (3.5 m)(3) 

スピーカーコード （1 日 m) に） 

オーディオ接続コード (2 m)Cl) 

フ□アスタンドに） 

ター S ナルアダプター (4) 

テーつ'} レトップスタンドベース(の 
センター スピーカー スタンドベース （1) 

センタースピーカースタンドアジャスター （1) 

壁掛けブラケット（フ□ント/サラウンドスピーカー用） （4) 
壁掛けブラケット（センタースピーカー用） （1) 

壁掛けフック （1 日） 

六角ネジ (8) 

M 己ネジ (10) 

M4 ネジ’にの 
六角レンチり） 

L 型アダプター （1) 

目隠し シ ー) レ(スピーカー巧） （ 1 ) 

目隠しシール(夕ーミナルアダプター巧） （4) 

ク IJ 一ニングク□ス （1) 

* J 曰 TA (電モ情報技術産業協会)の規格による測定値です。 

仕様及びが観は、改良のため予告なく変更することがあ 
りますび、ご了承<ださい。 


I よくあるお問い合わせ、お決方法などはホームぺージをご活用ください。 http :// www . sonv . co . jp/support 


フリーダイヤル . 0120 -333-020 

携帯電話 • PHS - -部の I P 電話- 0466-31-2511 

フ IJ ー ダイヤル . 01 20-2 吕 2-330 

携帯電話' PHS - —部の I P 電話' 0466-31-2 已31 I 
取撮説明書' I 」モコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 
ソニー株式会社 干 108-007 已東京都港区港南 1 - 7-1 


左記を号へ接続を、最巧の 
I ガイダンスび流れている間に 

「 30 巨 J + r 社 J 

I を押して < ださい。直ち、 
担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX (兵出 
0120 -333-389 
受巧時聞 

9: D 0~20:00 
± •日•祝日： 
9: D 0~17: 日0 







